
6

　 -

事業内容

委託の有無

5,022

100

134

100

75,572

30,753

4,519

69,934

所
管

福祉部

年度

委託内容
国・都

人定員〔入居事業〕 9

事業目的

活動指標
9

身体障害者の自立生活を促進するために、地域における生活の場として設置。
本施設は、指定管理者制度により社会福祉法人台東つばさ福祉会が事業運営を行っている。

69,935

0

9

障害者総合支援法における地域生活支援事業の「福祉ホーム」の運営を委託
全部委託（指定管理）

重度の身体障害者に生活の場を提供し、日常生活の援助を行う。
生活ホーム入居　  ：定員９名
自立生活体験事業：定員２名　※一定期間（1か月単位）の入居生活を体験する事業。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２８年度については、試行的に１か月を複数人で分割利用を実施。

補助金の有無

年間延月単位利用者数

882

人 2 2

長期総合
計画体系

 [基本目標]

利用対象者：身体障害者

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

台東区身体障害者生活ホーム条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 身体障害者生活ホーム「フロム千束」運営

　

障害福祉課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

条例・規則

身体障害者の地域生活を推進していく上で重要な役割を果たしており、利用者の需要は高く、
利用率もほぼ１００％と効率的な運営を行っている。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

重度の身体障害があっても住み慣れた地域の中で自立した生活を送れるよう、生活を支援する拠点施設とし
て必要性が高い。

維持

評
価
結
果

入居事業（定住）及び体験入居の利用率は１００％であり、身体障害者の自立促進に向け効率的で適切な事
業運営が行われている。

4 台東つばさ福祉会に指定管理での運営委託をしている。身体障害者の地域における生活の場を提供すると
ともに、利用者の実態・要望を把握し、適切にサービスを提供している。

3必要性

目的達成度 4

効率性

981

成果指標
利用率

3,571　人にかかるコスト（人件費など）

今後の方向性

37,831

70,916

0

73,823

4,922

41,836

28,566

132 131人

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

なし

28,814

％

　決算額　　(単位：千円) 70,253

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

事
務
事
業
の
実
績

２４時間施設という勤務形態の特殊性の中で、経費は人件費等義務的経費が主であり、大幅な経費削減は
困難である。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

130

98.4

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 38,048

80

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

2

99.2

定員〔自立生活体験事業〕

目標値

9

2

２７年度 ２８年度

74,690

74,690

70,172


